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研究開発成果等の概要 

SIP 課題 C-④では、課題 C-①～③で行う CO2分離回収からプロピレン等の基礎化学品分

離精製までの一連のプロセス群を対象に、プロセス全体で CO2排出量を削減することを目

的に、プロセスシミュレーションとライフサイクルアセスメント(以下、LCA)を統合した評

価手法を開発することを目的としている。2019 年度は、CO2分離回収から基礎化学品分離

精製までの一連のプロセス設計と、プロセスシミュレーションによるシステム最適化と

LCA による CO2削減効果評価を組み合わせた手法の開発に取り組んだ。また、プラントレベ

ルでの CO2排出量の評価を行った。 

 

CO2分離回収から基礎化学品分離精製までの一連のプロセスとして、「メタンの低温改質」、

「膜分離を用いた基礎化学品分離精製」、「合成ガスからの基礎化学品製造プロセス」（産総

研）、「CO2分離回収」、「原料転換」（東京大学）および「大規模 CO2排出プラント」、「酸素製

造技術」（山形大学）について、プロセス設計を完了した。得られたプロセスデータと開発

中である評価手法に試験的に利用して、プラントレベルである化学品製造プロセスの CO2
排出量を評価するとともに、その値をベースラインとして選定することができた（図）。更

に、連続したプロセスの最適化する検討を行うことで、CO2排出量を削減できることを明ら

かにするとともに、プロセスシミュレーションによるシステム最適化と LCA による CO2削

減効果評価を統合した手法の開発に取り組んだ。それにより、CO2分離回収から基礎化学品

分離精製までの一連のプロセスにおいて、当該評価手法の有効性を検証することができた。 

 

 

 

 

図 連続したプロセスでの最適化による CO2排出量の削減 

 


